
 
 

平成２５年度に更新した高機能消防指令センター 

決算書掲載頁　209

災害時における情報収集等、消防隊の部隊編成、出動指令、関係機関への連絡等、より一層充実した指令業務が確立
でき、市民の安全に直結するため。
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消防通信指令システム

平成２６年度、２７年度で消防救急無線のデジタル化を行い、円滑に移行できるよう計画する。
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消防通信指令システムの更新。消防救急無線のデジタル化整備における実施設計。
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細事業：消防通信指令システム更新事業                                

 平成２５年度に高機能消防指令センターを更新。２４時間３６５日市民が安心して暮らせるよう、迅速に１１９

番通報を受信し、迅速に災害現場が特定でき、災害種別にあった車両を迅速に選別することで１分１秒でも早く災

害現場へ到着し活動ができるシステムを構築した。 

また、現場の状況と車両の動態をリアルタイムに伝える最先端の情報管理システムを組み込むことで、災害事案

の記録や報告書が容易に作成でき、業務の円滑化を図ることができた。 

 

消防通信指令システム更新事業     ３０３，５１３，０００円 

 

 

 


